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補足説明
会計事務所が家業の家に育つ
山小屋経営＋出版社経営→北大農学部（実現せず）
東北大経済学部で坂下昇（計量経済学）ゼミ
公認会計士2次試験合格
シドニーに合計23年間居住
2年間、少し情報数学を日本人留学生から学ぶ
1999年から愛知工業大学教授



会計嫌い

何か、よりシンプルな原理があるはずだ。
コンピュータで解決できないか。

→ 「コンピュータ会計」の担当
会計嫌いの学生の気持ちが分かる

→ 愛知工業大学
→ 関東学院
→ 中小企業診断士



総務
経理
財務
情報

現在は少し違う

弥生会計
勘定奉行、オービック
ＳＡＰ

内部統制



り 借方 貸方 し

二つの目線
財産・権利
義務（借入先、株主）

単式簿記 キャッシュフロー



ルカ・パチョーリ（Fra Luca 
Bartolomeo de Pacioli、1445年 -
1517年）出典Wiki

1475年、フランシスコ会の修道士になる。1477年以降、ペルージャ大

学、ザダル（現在クロアチア、当時ヴェネツィア共和国領）、ナポリ大学、
ローマ大学などで数学の講義・執筆を行った。1489年サン・セポルクロ
に帰郷。に帰郷。
1494年、スムマと呼ばれる数学書を著す。正式なタイトルは "Summa 
de Arithmetica, Geometria, Proportioni et Proportionalita" （算術、幾何、

比および比例に関する全集）であり、この中でルネッサンス当時のベネ
チア商人が使用していた複式簿記を初めて学術的に説明し簿記会計
の父と呼ばれている。財産目録の作成、日記帳、仕訳長、あらゆる元
帳、勘定の取り扱い、さらには決算などと詳細に書かれている。

また同書では、賭博を例にとった問題が紹介されており、これは確率
を数学的に取り上げた最初の文献であると言われている。
1490年代後半にはミラノのスフォルツァ家をパトロンとし、レオナルド・
ダ・ヴィンチとともに幾何学的立体図形に関する研究を行った。
1500年、ピサ大学幾何学の教員となった。以降、ボローニャ大学、ペ
ルージャ大学、ローマ大学で教鞭を取る。
1517年、サン・セポルクロで死去した。



表計算ソフトでは取り扱い
が無理。行列簿記は見当
違い。

デーブル ツリー ネットワーク



ｋ



借方 アローの終点側

貸方 アローの始点側

勘定 ノード、状態

取引 状態の遷移

仕訳 アロー

損益 不等価交換の差額

資産 プラス残高の状態

負債 マイナス残高の状態

試算表 ノードによってサマ
リーソートされた残高
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損益計算書
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貸借対照表（ある時点：将来）

手元現金

財産

借入金
株主

損益計算書（過去）

財産の増加 財産の減少












